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第 2章では，有限要素法により 2枚の折れ板と 4--26角形断面の弾塑性有限変位解析を行っている。まず 2枚の折れ
板の解析結果から，最大平均応力と折れ曲げ角，アスペクト比との関係を求めている。つぎに， 5， 7 角の奇数角形と 4
--26角の偶数角形断面解析を行って，最大平均応力と角数およびアスペクト比との関係，変形形状について考察し，円
形断面の局部座屈強度と比較している。これらに基づき，多角形断面の局部座屈強度の評価式を示している。










第 5章では SS400材で製作した正4， 6 ， 8 角形断面鋼短柱の中心軸圧縮試験および細長比パラメータ 0.3 , 0.5 を有
する中間的な長さの柱について中心軸と偏心圧縮試験を行い，応力~ひずみ関係を示して，変形特性を述べている。第
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全体座屈と断面の局部座屈とが連成するような実験を 12体の供試体により行っている。無次元細長比は 0.3 ， 0.5
と変化させている。連成する柱の崩壊モード，強度と変形曲線を求め，また，この種の部材の強度の基本式を提案
している。また奇数辺と偶数辺断面の座屈モードの違いを明らかにしている。
以上のように本論文は，多角形閉断面部材の座屈変形挙動を明らかにしまた景観的に優れているこの種の部材の強
度式ならびに設計法の提案を行ったものであり，得られた成果は構造工学上，貢献するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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